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西
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一

　

は

じ

め

に

　
日

本
近
世
に

お
け
る

仏
教

は
、

日

本
特
有
の

寺
檀
制
度
に
よ
っ

て

全

国
津
々

浦
々

に

広
が
り

、

十

六

世

紀
以

後
の

東
ア

ジ

ア

に

お
い

て
、

日

本
は

仏
教
を

宗
教
政
策
の

中

心
に

お

く
唯
一

の

国
と

な
っ

た
。

近

世
後

期
に
い

た

る

ま
で

、

仏

書
は

出
版

物
の

首
位
を

占
め

て

い

る

こ

と

か

ら

も
分
か

る

よ

う
に

、

近
世

社
会
に

お

け
る

仏
教
の

思

想
的
影
響
は

大

き

か
っ

た
。

江
戸
時
代
の

仏

教
思
想
は

、

中
国
の

明
末
仏
教
と

深
く
関

わ

り

な
が

ら

近
世

的
変

容
を
遂

げ
て

ゆ

く
。

近

世

仏
教
の

思

想
的

特

質

は
、

寺
檀
制
を

基
盤
と

す
る

仏
教
の

庶
民
化

、

い

わ

ゆ
る

民
衆
仏
教
で

あ
る

と
さ

れ

て

お

り
、

具

体
的
に

は
、

当
時
の

中
国
か

ら

の

影
響
に
よ

る

三

教
（

仏
教
・

儒
教
・

神
道

、

中
国
で

は

道
教
）

一

致
を

説
く
こ

と

が

そ

の
一

つ

で

あ
る

。

　

明
末
高

僧
で

あ
っ

た

雲
棲
株
宏
（

一

五

三

五

〜
一

六
一

五
）

は
、

十

七

世
紀
以

後
の

中
国
仏
教
が

庶
民
化
し

て

い

っ

た

思
想
的

原

点
の
一

人

と

さ

れ

る
。

本
論
で

は
、

株
宏
の

大

き
な

特
徴
の
一

つ

で

あ
る

不
殺
生

思

印
度
學
佛
敘
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十

六
年
三

月

想
に

着
目

す
る

。

株
宏
の

思

想
が

日

本
で

ど
の

よ

う
に

受

容
さ

れ

て

い

っ

た

か

に

つ

い

て
、

株
宏
の

思

想
を

確
認
し

、

日

本
に

お

け
る

株
宏

著
作
の

出
版
状
況
を

述
べ

る
。

二

　
雲

棲
株
宏
の

不

殺
生

思

想

　

中
国
明
代
で

は

宋
代
の

風
を
受
け

継
い

で
、

儒
教
を
中
心
と

す
る
三

教
（

儒
教
・

道
教
・

仏

教
〉

合
一

の

政
策
が

取
ら

れ

た
。

明
代
中

期
の

仏

教
抑
圧

政
策
に

よ
っ

て
、

仏
教
は

ほ
と

ん

ど

消
滅
せ

ん

ば
か

り
に

沈
滞

し
た

が
、

十

六

世
紀
に

な
っ

て

陽
明
学
が
盛
ん

に

な
る

に
つ

れ

て
、

仏

教
も
同
じ

く
心
の

学
と

し
て

見
直
さ
れ

、

明
末
に

は

復
活
す
る

に

至
っ

た
。

そ

の

中
心

と
な
っ

た
一

人
が

雲
棲
株
宏
で

あ
り

、

三

教
合
一

を

特

徴
と

す
る

明

末
新
仏
教
の

先
駆
け
と

さ
れ

る
。

株
宏
は

、

念
仏
と

戒
律

と

禅
を

融
合

し
た

穏
和
な
宗
風
に

よ
っ

て

広
い

支
持
を

得
、

現
代
に

至

る

ま
で
の

中

国

社
会
で

広
く
尊
敬
さ
れ

て

い

る
。

十

七

世
紀
以
後
の

東

ア

ジ

ア

思
想
史
の

特
徴
は

、

三

教
合
一

と

そ

の

民

衆
性
と

さ

れ

る

が
、

株
宏
は

仏
教
に
お

け
る

そ
の

潮
流

を
生
み

出
し

た

主

要
な
一

人
で

あ
る

二

二

五
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日
本
近
世
に

お

け
る

不
殺
生

思
想
（
西
　
村）

と

思

わ

れ
る

。

　

東
ア

ジ

ア

の

大
乗
仏
教
に

お

け

る

不
殺
生
の

原

理

は
、

梵
網
経
を
根

拠
と

し

て
、

イ
ン

ド

由
来
の

六

道
輪
廻
説
と

中
国

に

お

け
る

孝
道
が
一

　
　
　
　
　
　
　

　（
1）

体
化
し

た

も
の

で

あ
る

。

梵

網
経
で

「

六

道
の

衆
生

は
、

皆
こ

れ

我

が

父

母
な

り
。

而
も
殺
し

而
も
食
せ

ば
、

即
ち
我
が

父

母
を

殺
し

、

亦
た

　
　
　
　
　
　
　

　
（

2）

我
が

故
身
を
殺
す
な
り

」

と

し

て
、

す
べ

て

の

生

物
を

殺
す
こ

と

を

禁

じ
、

そ
の

放
生
を

す
す
め

る
。

株
宏
は

、

い

ま

だ

俗
人

で

あ
っ

た

若
年

時
か

ら

動
物
を

祭
祀
の

犠

牲
と

す
る

こ

と

を

止

め
、

生

涯
を

通
じ

て

不

殺
生

を

実

行
し
て

放
生
を
行
っ

た
。

株
宏
が

行
う
放
生

会
は

広
く
知
ら

れ

て

お

り
、

参
加
す
る

知
識

人

も

多
か
っ

た
。

　

当
時、

カ

ト
リ
ッ

ク
・

キ

リ
ス

ト

教
の

布
教
の

た

め

に

中
国
に

や
っ

て

き

た

イ
エ

ズ

ス

会
宣

教
師
マ

テ
オ
・

リ

ッ

チ
（
一

五

五
二

〜

ー
ハ

一

〇
）

は
、

仏
者
が

主

張
す
る

輪
廻
に

も
と
つ

く
不
殺
生
は

、

迷
信
で

あ
っ

て

不
合
理

で

あ
る
と

批

難
す
る

。

こ

れ

に

対
し
て

株
宏
は

、

人
も
動
物
も

同
じ

肉
で

あ

り
、

動
物
の

肉

を

食
す
る

こ

と

は

人
の

肉
を
食
べ

る

こ

と

に

も
等
し
い

、

と

主
張
し

た
。

な
ぜ

す
べ

て

の

生
物
が

我
が

父

母
た

り

う
る

の

か
、

と
い

う
問
い

に

対
し
て

、

株
宏
は

次
の

よ

う
に

答
え
て

い

る
。

問
う
…
…

如

何
が

衆
生
は

皆
我
が

父
母

な
る

や
。

答
う

。

儒
・

道
は

今
世
を

談

ず
る

に

止

ま

る
。

仏

法
は

乃
ち

前
身
を

論
ず

。

受
生
は

既
に

多
生

を

歴

て、

託

胎
は

必

ず
諸
趣

に

偏
し

。

六
道
の

衆
生
は

皆
我
父

母
な
る

こ

と
、

豈

　

　

　

　
　
　
ヨ　

に

然
ら

ざ
ら
ん

や
。

二

二

六

　

な

ぜ

な

ら

ば
、

儒

教
や

道
教
は

現
世
の

こ

と

を

語
る

に

止
ま

る

が
、

仏
法
は

前
世
を

論
じ

る

か

ら

で

あ

る
。

す
で

に

無

限
の

過
去
世
を

生
き

る

中
で

、

我
々

は

六

道

を

巡
っ

て

き
た

。

衆
生
は

皆
、

我
父
母
で

な
い

は

ず
が

あ
ろ

う
か

、

と
。

株
宏
に

と
っ

て
、

一一．

世
と

六
道
に

も
と
つ

く

不
殺
生

の

思
想
は

、

現
世
一

生
の

閉
塞
か

ら

無
限
の

過
去
世
と

未
来
世

へ

、

人
の

現
身
か

ら

六

道
の

多
種
多
様
な

存
在
へ

と

魂
を
ひ

ら
く
回
路

　

　

　
（

4）

で

あ
っ

た
。

　

株

宏
は

、

俗
人

に

不
殺
生

と

善
行
を

行
う
こ

と

を

す

す
め

る

た

め

に
、

俗

人

向

け
の

『

自
知
録
』

と

『

戒

殺
放
生

文
』

の

二

著
を
著
し
た

。

『

自

知
録
』

は
、

株

宏
が
七
十

歳
（
一

六

〇

四
・

万

暦
三

二
）

の

時
に

書

い

た

も
の

で

あ
る

。

道
教
か

ら

学
ん

だ

善

悪
星

取
形

式
（
自
ら

が

行
っ

た

善
と

悪
の

行
為
を

毎
日

の

終
わ

り
に

カ
レ

ン

ダ

ー

に

点
数
で

書
き

込
み

、

善

行
の

点
数
が
た

ま
っ

て

い

く
と

世

俗
の

願
い

が

か

な

う
と

さ
れ

る
）

の

功
過

格
で

あ

る
。

善
門
と

過
門
を

あ

わ
せ

て

全
一

八
〇

条
ほ

ど

の

箇
条
が
あ

げ
ら

れ

て
、

浄
土

往
生
な

ど

に
つ

い

て

は
世

俗
の

善
行
の

多
寡
に

準
じ

て

報
わ

れ

る

と

す
る

。

『

戒
殺
放
生

文
』

の

著
作

年
代
は

不
明
で

あ
る

が
、

さ

ま

ざ
ま

な

故
事
を

あ

げ
て

俗

人
に

殺
生
を

禁
じ

て

肉
食

を
誡

め
、

積
極
的
な
善
行
と

し

て

放

生
を

勧
め

る
。

こ

れ

ら

は
、

不
殺
生
を

は

じ

め

と

す
る

善
行
を
、

庶
民
の

生

活
に

即
し

た

平
易
な

形
に

す
る
こ

と

で

広

ま
っ

た
。

放
生

は

身
近

な

善
行
と
な
っ

て
一

般
化
し
、

株
宏
が

定
め

た

放
生

会
な

ど
の

儀
礼
次

第
は

、

現
在
ま
で

伝
え
ら

れ

る

儀
礼
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
5

）

基
礎
と

な
っ

た

と

さ

れ

る
。
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中
国
で
一

六

〇

〇

年
前
後
か

ら

出
版
さ
れ
た

株
宏
の

著
作
は

、

ほ

ぼ

同
時
代
に

日

本
へ

輸
入
さ
れ

て

い

る
。

一

六
〇

〇

年
代
半
ば

か

ら
、

そ

の

和
刻
本
（
中
国
書

籍
を
日

本
で

出
版
し

た

本
）

が

広
く
出

版
さ

れ

る

よ

う
に

な

り
、

明
治

時
代
に

至
る

ま
で

多
く
の

和

解
本
（
注
釈
書
や

翻
訳

な
ど

）

が

刊
行
さ

れ

た
。

三

　
『

自
知
録
」

出
版
と

そ
の

展

開

　

近

世
前
期
に

お
け
る

中
国
書
籍
の

受

容
は

、

戦
国

時
代
が

終
わ
っ

て

平
和
に

な

る

と

同
時
に

始
ま
り

、

一

六

〇

〇

年
代
前
半
に

は

明
末
に

復

興
し

た

新
し
い

仏
教
や

、

朱
子
学
・

陽

明

学
な
ど
の

思
想
も
輸
入
さ

れ

た
。

一

六
〇
〇

年
代
後
半
に
は
、

明
朝
滅
亡

に

伴
う
隠
元
隆
碕
（
一

五
九
二

〜
一

六

七
三

、

一

六

五

四

年
来
日
）

や

朱

舜
水
（

一

六

〇

〇

〜

＝
ハ

入
二
）

な

ど
、

多
く
の

中
国
知
識
人

が

日
本
へ

渡
来
し

た
こ

と

を
契
機
と

し
て

、

和
刻
本
の

出
版
が

本
格
化
し

、

明
末
の

文
化
と

学
問

が

近
世
社
会
に

広

ま
っ

た
。

当
時

、

通

人
の

「

黄
檗
好
み
」

と

言
わ

れ
た

よ

う
に

、

近
世

前
期
に

お
け
る

中
国
文
化
の

存
在
は

大
き
か
っ

た
。

　

株
宏
の

『

戒

殺
放
生

文
』

は
、

日

本
で

は

隠
元
の

二

偈
「

勧
放
生
」

「

勧
戒
殺
」

と

跋
を

付
し
て

、

　一

六
六
］

（

寛
文
元
）

年
に

出
版
さ

れ

た
。

『

自
知
録
』

は
、

一

七

〇
一

（

元

禄
十
四

）

年
に

、

浄
土

宗
捨
世
僧
の

忍

澂
（

＝
ハ

四
五

〜
一

七
一

こ

に

よ
っ

て

出
版
さ

れ
、

広
く
流

布
し

た
。

忍

澂
は

、

鉄

眼
版
の

大
蔵
経
を

建
仁
寺
の

高
麗
大
蔵

経
に

よ
っ

て

対

校

し

た

学
僧
で

あ
る

。

近
世
の

戒
律
復
興
に

大
き
な
役

割
を

果
た

し
た

彼

日

本
近
世
に

お

け
る

不

殺
生

思
想
（

西
　
村）

は
、

法
然
研
究
に
よ

り
近
世
浄
土
宗
学
の

端
緒
を
拓
い

た
。

　
そ
の

出

版
の

経
緯
は

、

『

自

知
録
』

に

あ
る

忍

澂
の

跋
に

あ
る

。

そ

れ
に

よ

れ

ば

「

か
つ

て

株
宏
の

『

自
知
録
』

を
見
て

い

た

が
、

信
ぜ

ず

に
は

非
ざ

れ

ど

も
、

未
だ

行
ず
る

に

及
ば

な

か
っ

た
。

後
に

明
代
の

善

書
を

読
み

、

積
徳
立

命
の

学
の

た

め

に

は

「

自
知
録
』

を

行
わ

ざ
る
べ

か
ら

ざ

る

こ

と

を

知
っ

て
、

世
に

広
め

よ

う
と

し
た

が
、

「

積
徳
立

命
」

の

出
典
が

分
か

ら

な
い

た

め

に
、

前
々

か

ら

親
交
が
あ
っ

た

黄

檗
宗
の

独
湛
（

＝
ハ

ニ

八

〜
一

七

〇

六
、

黄
檗
山

第
四

代
住
持
）

を

尋
ね

て

質
問
し

（
6

）

た
」

と
い

う
。

独

湛
は

、

そ
の

出
典
で

あ
る

中
国
儒
者
で

あ
る

衰
黄
の

功
過
格
『

陰
隲
録
』

と

『

自
知
録
』

を
与
え
た

。

忍

澂
は

「

細
か
に

読

ん

で

喜
び

に

堪
え

ず
、

益
々

人

間

に
こ

の

二

録
、

無
か

る

べ

か

ら

ざ
る

こ

と

を

信
ず
」

と

し

て
、

「

病
を
お

し

て

訓

点
を

打
ち
、

資
財
を

捨
て

て

刊
行
し

た
」

と
い

う
。

忍

澂
は

、

石

清
水
八

幡
宮
の

神
官
と

共
に

毎

月
放
生
会
を
行
っ

て

お

り
、

亡
く
な
る

日
に

さ

え
自

著
の

『

石
清
水
放

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

7）

生

会
記
』

に

筆
を

入

れ
て

改

訂
し
て

い

る
。

　

忍
澂
に

よ
っ

て

『

自
知
録
』

が

出
版

さ

れ
た

直
後
に

、

和
文
で
二

七

条
を

説
明
し

て

図
を

入
れ

た

『

作
福
図

説
』

と
い

う
本
が

出
た

よ

う
で

　（
8
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
9）

あ
る

。

そ

れ

を

元
に

、

　
　

　
　
　
　

　
　
　
一

七

〇

八

（
宝
永
五
）

年
に

は

『

積
善
春
草

吟
』

と
い

う
仮
名
本
が

出
版
さ
れ

た
。

こ

の

著
者
は

「

湖
東
僧
某
」

と

し
か

分
か

ら

な
い

が
、

跋
文
に

よ

れ

ば
、

藕
益

智
旭
（

一

五

九
九

〜
一

六
五

五
）

に

し
た

が
っ

て

株
宏
を

蓮
社
第
八

祖
に

し
て

お
り

、

内
容
に

お
い

て

も

阿
弥
陀
念
仏
が

強
調
さ

れ

る
こ

と

か

ら
、

恐
ら
く
は

浄
土

宗
僧
侶
で

は

二

二

七
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日
本
近

世
に

お

け
る

不
殺
生

思
想
（

西
　
村）

な
い

か
と

推
測
さ
れ

る
。

『

積
善
春
草
吟
』

は
、

『

自

知
録
』

を

も
と

に

し
て

四
五

条
を
掲
げ
て

い

る

が
、

そ

の

内
の

『

作
福

図
説
』

か

ら

引
い

た

二

七

条
に

和
歌

を

付
け
て

い

る
。

不
殺
生

に

つ

い

て
、

『

自
知

録
』

と

『

積
善
春
草
吟
』

の

該
当
箇
所
を

あ

げ
て

お

く
。

　
「

自
知

録
』

一
［
仁
慈

篇
］

家

畜
の

屠
殺
禁
止
・

害
獣
の

殺

害
禁
止
・

宴

会

な

　
ど
で
の

肉
食
禁
止
・

漁
師

猟
師
の

生

業

禁

止
な
ど
、

［
雑
善
篇］

肉
食
を

減

　
ず
・

見

聞
疑
の

肉
を

や
め

る
。

　
『

積
善
春
草
吟
』

［

第
二

十

条
］

H

鳥
獣
魚
（

と

り
け
だ

も
の

う
を
）

な
ど

の

　
命
（

い

の

ち
）

を

す
く
ふ

。

大
（
お
ほ

い
）

な
る

も
の

は
一

命
を
十

善
と

す
。

　
ち
い

さ

き
も
の

は
一

命
を
一

善
と

す
。

　
［

和
歌
］

お
ろ

か

な

る

　
身
は

い

か
な

ら
ん

　
か

り
そ

め
の

　
世
と

し

る
だ

　
に

も

　
お

し

き
命
を

和
歌
の

意

は
、

「

こ

の

世
が

か

り
そ

め

の

も
の

と

知
っ

て

い

る

人
間
の

身
で

あ
っ

て

も
、

自
分
の

命
は

惜
し

い

の

に
、

そ
れ

を

知
ら

な
い

愚
か

な

動
物
が

死
ぬ

恐
ろ

し
さ

は

ど

れ
ほ

ど
の

も
の

だ

ろ

う
か
」

と

し

て
、

日
本
化
の

意
義
を

示
す

。

　
一

七

〇

〇

年
代
後
半
に

な
っ

て

か

ら

は
、

自
知
録
を
翻

訳

し

た

『

和

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

10）

字
功
過
自
知
録
』

が

刊
行
さ
れ

た
。

そ

れ

は

俗
人

向

け
の

も
の

だ

か
ら

と
い

う
理

由
で

、

『

自

知
録
』

に

お

け

る

仏
教
に
つ

い

て

の

善
行
の

章

「

三

宝

功
徳

類
」

（

造

寺
・

造
仏

な

ど
）

が

省
略
さ

れ

る
。

現
在
確
認
さ

れ

る

だ

け
で

も
、

近
世
を
通
じ

て

明
治
期
に

至
る

ま

で

に

六

回

刊
行
さ

　
　
　（
11
）

れ

て

お

り、

か

な
り
の

程
度
に

流
布
し

た
こ

と

を
う
か

が

わ
せ

る
。

四

　
お

わ

り
に

二

二

入

　

明
末
仏
教
と

江
戸

仏
教
の

関
わ

り
に
つ

い

て
、

東
ア

ジ

ア

に

お

け
る

仏
教
民
衆
化
の

発
端
と

さ

れ

る

明

末
の

雲

棲
株
宏
の

不
殺
生

思

想
に

着

目
し

て
、

そ
の

著
作
が

日

本
で

ど

の

よ

う
に

受
容
さ

れ

た

か
、

近
世

仏

書
の

出
版
状
況
か

ら

報
告
し
た

。

東
ア

ジ

ア

大
乗
仏
教
の

不
殺

生
思

想

は
、

梵

網
経
を

主

た

る

根
拠
と

し

て
、

イ
ン

ド

由
来
の

六

道
輪

廻
と

、

中
国
社

会
で

絶
対
視
さ

れ

る

孝
の

思

想
が
一

体
化
し
た

も
の

で

あ

る
。

明
末
の

新
仏

教
を

始
め

た

高
僧
の
一

入
で

あ
っ

た

雲

棲
株
宏
は

、

一

般

向
け
の

善
書
で

あ

る

『

戒
殺
放
生

文
』

と

「

自
知
録
』

に

よ
っ

て

不
殺

生
を

説
き

、

仏

教

思

想
が

民
衆
化
す
る

発
端
を
ひ

ら
い

た
。

　
中
国
で
一

六

〇
〇

年
前
後
に

出
版
さ

れ
た

株
宏
の

著
作
は

、

一

六
〇

〇

年
代
半
ば

に

は

日

本
で

も
出
版
さ

れ

た
。

浄
土

宗
の

捨
世
学
僧
で

あ
っ

た

忍

澂
は

、

『

自
知
録
』

を
出

版
す
る

に

あ
た
っ

て
、

黄
檗
宗
の

独
湛

に

教
示
を

求
め

て

原
本
を

得
、

放

生

を

行
っ

た
。

忍

澂
の

『

自

知
録
』

出
版
直
後
か

ら
、

関
連
の

著
作
が

出
版
さ

れ

て

お

り
、

ほ

ぼ

同
時
代
の

「

積
善
春
草

吟
』

で

は

す
で

に

和
歌
に

さ

れ

て
、

日

本
化
の

努

力
が

示

さ

れ
て

い

る
。

一

七

〇

〇

年
代

半
ば

に

は

『

自

知
録
』

和
訳
で

あ

る

『

和

字
功
過
自

知
録
』

が

出

版
さ
れ

て
、

近

世
か

ら

近

代
に

か

け
て

少

な

く
と

も
六

回

出

版
さ

れ
た

。

明
末
に

仏
教
を

復
興
し
た

株
宏
の

著
作

は
、

日

本
の

近

世

社
会
に

広
く
受
け
入
れ

ら
れ

、

確
実
に

日

本
化
し

て

い

っ

た
。
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1
　
道

端
良
秀
「

放
生
思
想
と

断
肉
食
」

、

『

中
国
仏
教
思

想
の

研
究
』

、

平

　

楽
寺
書
店

、

一

九
七

九
年

、

二

二

八

−
二

三

〇

頁
。

2
　
『

梵
網
経
』

下
巻

、

大
正
蔵
経
二

四

巻
、

一

〇
〇
六

頁
中

。

3
　
『

梵
網
経
心

地

品

菩
薩
戒
経

義
疏
発
隠
』

、

新
纂
大

日

本
続

蔵
経

三

八

　

巻
、

一

九
一

頁
。

4
　
西

村

玲
「

慧
命
の

回
路
」 、

『

宗
教
研
究
』

三

七

四
号

、

二

〇
一

二

年
。

5
　
鎌
田

茂
雄
『

中
国
の

仏
教
儀
礼
』

、

大

蔵
出
版

、

一

九

八

六

年
、

七
一
、

　
一

六
一

、

三
一

入
頁
な
ど

。

6
　
『

近
世
漢
籍
叢
刊

蓮

池
大
師
遺
稿
外
』

、

五
一

二

ニ

ー
五
一

二

三

頁
。

7
　
『

獅
谷
白
蓮
社
忍

澂
和
尚
行
業
記
』

、

浄
土

宗
全

書
一

八
、

四
一

頁
下

。

8
　
こ

れ
は

『

積
善
春
草
吟
』

の

記
述
に

よ
る

。

田

中
実
マ

ル

コ

ス

「

黄
檗

　

独
湛
の

『

勧
修
作
福

念
仏

図
説
』

に

つ

い

て
」

（

『

佛
教
大
学

大
学
院
紀

　

要

文
学
研
究
科
篇
』

第
三

九

号
、

二

〇
一
一

年）

に
よ

れ

ば
、

独
湛
は

　
一

七
〇

四

（

宝
永
元
）

年
に

黄
檗
山
か

ら

株
宏
の

著
作
を

用
い

て
、

唱
え

　

た

念

仏
を

数
え
る

た
め

の

図
版
で

あ
る

「

作
福
念
仏

図
説
」

を
刊
行
し
、

　

忍
澂
の

法
然
院
か

ら

も
刊
行
さ
れ

た
。

近

世
を

通
じ
て

多
く
の

版
を

重

　

ね

て
、

異
本
も
多
く

出
さ

れ
た

と
い

う
。

こ

の

「

作

福
図
説
」

も
関
連
書

　

と

思
わ

れ
る

。

9
　
酒

井
忠
夫
「

江
戸
中
・

後
期
日

本
に

お

け
る

中
国
善
書
の

流
通
」

、

『

酒

　

井

忠

夫

著

作
集
2

増

補

中

国

善

書
の

研

究

下
』

、

国

書

刊
行

会、

　
二

〇
〇

〇

年
、

三

六

〇

1
三

九
入

頁
。

10
　
八

木
意
知
男
「

和
解
本
善
書
の

研
究
」

、

『

女
子
大

国
文
』

一

三

五

号、

　
二

〇
〇

四

年
。

11

現

時
点
で
確
認
で

き
る
の

は
、

 
一

七
七
六
・

安
永
五

年、

 
一

八
〇
〇
・

　

寛
政
十
二

年
、

 
一

八
一

四
・

文
化
十
一

年
、

 
一

八

三

八
・

天

保
九

　

年
、

 
一

入

三

九
・

天

保
十
年

、

 
一

入
九

〇
・

明

治
二

十
三

年
。

日
本
近

世
に

お

け
る

不

殺
生

思

想
（

西

　
村
）

（

本
稿
は
、

二

〇
一

三

年
度

文
部

科
学
省

科
学
研
究

費
補
助
金

基
盤

研
究

（
A

）

「

イ
ン

ド

的

共
生

思

想
の

総
合

的
研
究
」

［

課

題

番
号

愚
認
匱
OO
°。
］

の

成

果
の
一

部
で

あ

る
。

）

〈

キ
ー

ワ
ー

ド
〉

雲
棲
株
宏、

『

自
知
録
』

、

不
殺
生
、

忍

澂
、

『

積
善
春
草

吟
』

　
　
　
（
公
益
財
団
法
人

中
村
元

東
方
研
究
所
研
究
員）

二

二

九
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